
１／１７（金）地域防災訓練実施される

阪神淡路大震災１９年目の当日、本校は地域防災訓練の小田地区会場として実施されました。社会福祉協議会

を中心とする地域住民の方々、神崎保育所等、総勢２００名超の参加がありました。小田地域振興センター･東

消防署･消防団等のご協力もありスムーズに行われました。曇天で寒風の中、先生の指示で整然と避難できたか

と思います。村山保夫副市長も来場され、阪神淡路大震災･東日本大震災の概要などを説明された後、「家族との

連絡方法などの話しあい、防災グッズの準備等、来るべき南海トラフに備えをしておくのが一番大事です」等と

お話しされました。ない方がいいですが、実際“南海トラフ”の時は、今日以上の避難の方々が予想されます。

“自分の命は自分で守り、そして他人の命も守る”を実践できるよう万が一に備えるべき心と物品等の準備を。

たくさんの地域の方々も整然と… 東消防署･消防団･地域振興センター一体となって

神崎保育所が一番乗り 本校生徒も消火活動体験


